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臼砲発射,ガスポケット臼砲発射及び懸垂爆発

による各種炭錬爆薬の安全度試験成績

(和郎 281㌢ 5 J】15ET･Id'zLt)

村 al 勉 ･友 TI ll'11 之

(日本油ni 式CL工Lii)

l 持 言

現d=収がl増の洪鉱雌男の'従t全路の鵜 はi00Ilu1･

の砿杜でn抱から正屯偵発射を行って安全fP_,詫放す

ろ71比f='けl=JJe存していろ｡

fg:淋各粥とも教わ同誹のFT砲発射に1ろ安全 ig縦

粥歓をtrつていろ｡任tL研究日としてほr_ほ白石的け='け

では1･充分なのでその外に瀬棚 発,租焚ijLだ抄【放,

切込朗唱六枚tJ'5が行bLl_ていろ｡gRL付jLの懇il,も供

itはiZlの招屯松一少いか讃歌J'A.r>Jの帆 こ少Ir過ぎちか

の枝いがもL)也括的でなt,維んがあるoそこで雄RV

は6唖の馳爪と8紙の煤弘を)TlいてJタン〟スに対す
ろ唆分泌を阿験し,さとi記の弘3丘に上る絵指的公全館を

確めたの ごその出火を附 lけ る｡即ち 6組の鵬椛 と

は.(A)弥孔蓬55椎.北駄150托の臼砲,(JりaLiL謙

100FE.札脚 SO能のNス･fケ1lF!抱及び(C)aLITj;

250托 1lL群6帥粍 のu スLiPケヲトロ泊と火 刑こ鼓すろ

内在12斗､,jiさ171､の旭光bILと411-る試敬JJtiEiPHl】

2相花JI･びにリ､JL内亀クーL(L))07恥 (E】2JJ､及(1リ 12

-I8巧､(J主権 18米,hL･誉12米の臓円坑道)で足芸が

メ_々 J)1米.Lll7米 ,lRぴド5l̀弟rJ爆発三ミをかする讃

歌Lm ささ怒 (･あら｡之等の各班 にlE),既に故だ文政

に分捕していろ7柾税の粉状榔 茄及び比較のた

桝 こ城然iflL払句をたまF)軸1珊 非芳<L瑚 藍について引

火別琳iJ;比曲投をr･求めてみた｡而して臼砲の噺 iは引

火を/¥堤T..らし-I.ろため進也雌をした｡

)E 菓弓矢毛玉及び方法

(イ)ru払牡ひU入rh'ヶ･/rFl砲発射の切IT

･⊂ 窒 慧 轟

川I E11私或は ガ ス r*ナヮト白勉

磯射琵笹竹封

r値dl三Hスボケ,トF胞 発射の射 Tの熊沢の略切

は蜘 1の姐LJである.は嬰のIJfnは55fぴ1砲の均分は

段別Biih'として.,.dLjLh3･に和ぎ,lOO托及び2謝托 ガスe

チ,トrJ抱のqn･は糾 Lrt.心秘と鵜野■トトが-せ すら

IdSlこおく｡何LLの棚介もK7火を部品にするため符節を

浬の付記に附した｡舛収の碑軸のhlく約 て仏文'iilと

外気とな鑑斬し人PE;〝ス (CIJJ9lタ.)JL遠へナTJ｡珂

析枚'ji邪 にてノgンi重役をiAgJiiL.9j=02,%'にf=つた

とき出抑衣の回転をとNLJ瓜もに凝声<詐(朗的】1tl発掛

35Volt2 m̂pcrc)にて戊ヲlせLN)}タンにTTL火し

たかt'うか+_,内払にて卯於 i~7,｡

(t･) 態基は宛のJylT _
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節 1誉之 釈 放 貌 iLZ l打 冗

llttiJ . - . . p- =
T3軸外僧 好 孔 雀 穿 孔 長 日砲.iL炎 内 従 起 つ

A 型 500 55 J S O 700 12 1 7

B ち! 570 100 650 800 12 17

C が 570 250 600 BDO 12 17

D 型 t)7 10

7T 和 12 17

11 雅 一 12-18 5▲l
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節32た 訳 検 沃 料 の rt･77巨

こキ輯 快シt,頚髄 雌 非 池 嬢薙温tB- 比 石 火 'RtJJ 鉄雅雄迎
春や g kenlrkg olL I/kg k g.I/Clllご m/s
PID 1 6DO 802 2303 893 7800 2gq)

2 600 (kNJ) 7.13 2225 830 ()gSB 2600

3 (加 792 2311 82∂ 7343 3000J 6研) 703 2221 736 6]85 3OOt)

100 756 2291 790 t)8･18 4OOO

() 600 722 2255 732 6216 3800

7 600 66q 2181 E)89 5686 3loo

8 非SEaLrTl 783 2275 972 8016 3500

(aE) hT02の快iI軍筑F二600h'であるが800gでも不引火i')もL')である｡

町 実 験 結 果
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JD J･･実 火 野 仏 会 公 称 14C> F,1古

]Ll l-Rの冶紫紺 テフにて- ←と即 の如くf= 朗 で･こjL- ugel=)LこlI)jcim 奴 ()れろ｡

n. L去 イ2(斥 1仰 ･

又 R｡th｡ に掛 .- 1,61.53,,.とすろ｡

D,は邦 nl=t･_泉めること絹 経 てあるので使北上

iq竺野田 'Jfm 3mが )BE管内に放け7J蛙逮rLhlてし

-==境域 二之等の実51枚妾び･こ計算9油 菜を恥 ろ.

節 5 左̀

秀 和JLlg･ctT･℡ ".7" I).帆-1lrL･ld cd

_TILl1 7謝 2gW JISa 507J

2 69品 1-6CO 4079 J154

3 734u 3OOO j256 5165

1 6185 3脚 3970 1671

5 防18 40CO 4177 6558

6 62L6 3抑 3gS9 5950

7 5666 3.leo IOJ5 17BO

R 8016 3500 3991L 7155

耶 5Rlこ路 ナろ円抱内はTEの顎効畑 力/,と･̂ 7m

m に於けちや食茨の雌 .tを比較すちと･砥々jrの人

[=るものほど一挺全か 硬い持てあら｡巧も即 〉ことl三

A判 辺 に掛ナち≡遣那 封の宅仝131--I,の人中で

決･-.7'てま/'て洞仏軍の甘許r一句勉 :f･･いとが こと

でも,I,.在って比の7'-SEでは螺玉からで-kすら也平だ

にこってJタンの.P妖 う屯り棟からqlriけち喋7tqA

.=よって吹きnされろこと5'･七､､iのと考えられる･

℡朋わ:り 七コソr発砲4}安生理の;相 をrp J'指

即 に放ても憩玉井悪が打撃鼓でぺ火を塩十と考えB･

れろttRでもろときは臼砲賞実から4'和 郎 ガIL=よる

'タン火蛾の吹IllLujAbて認められなかったことと~

姿するとAIJ)JLろo

2 1i叩災l敬二放けるLむ全iFの取には 六〇2>ヾ｡

I-No3J.X'o l■1'07>llo6>h'0 5■h'oRであ

ってyo87m 主も依くTlつ照も称 ･1｡2とのは付出

は可1_I)人である｡LLPち比の各班 に放てはJrナこけe

なくて純耕 作rrJ穀の化判 棚 さか波はnrb孔内部に放

けろば端y又のノタン.W '吹洞し軌蜘 てある蝕であ

ろ｡ 鮒 動 1.100柾であろから常開庁は小さくなろた

わ.こぼ野の煙才はA都姓託の埠台上J)も可なり不湖

のi二重にもちと巧えられるからEl泣孔Q)外F'7)坑缶内

で ′タンを/..火せしめもだけの三1-jL･f一千度にilす

ること士珊FC･もらし,日蓮内て起ったJi火tTYlは肝

Ylに上って吹き罰されろと考えて良いと恩う｡この

々え方を立F T-ろたわ鞍更の†過 を昏孔の入｡のZJ-へ

沖 させたqi合の罪政を行わんとしたが'犯地 中に

放てFt屯州 371奄旗した25軒行出来なかったがそれ=

40

●



射LH 衣TT 臼砲常軌 UyLA'ケ･J～_1地発朝及び態盤嬢熟 こよる'6捕ぷl鉱煤韻の'安全度訳助成だ( 1】

でにirJた桃梨では例xJi-pu>3の別封は背血に炎肝｢
iLlfLl00g肘火で350g不177火であるがn元の}J-に53L耕

すろと300gでもjIF火 したが.よL)Ll元に鰍 T-ると又

耶火を宅芸なかった｡こjtは碓話らが抑こ行ったnr致

鈷灘と)もく似ていろもので担i撃沈の-̀比今煉 申Ir!t'･〟が

F･_r弛丸の内矧こIu来る場合は,-･取 ●t火されてもFl砲

孔雀が比較的.トなるためメタンq)は端伏趣への判Li;那

比絞(J'J退く後 K2に吹き糾されるが,外部のlvLi払勺で

消火 したとさは,!■･､火1-,6からlB噂への碓巡)/･存晶であ

るため綾紋ガスによる吹三rr'EL劫Z化が小であらと耶訳

すiLlrliいてあろう｡

Ii型雑駁に於ては煤振ガスの吹ミflTL執火がもろた

めは題yスrEH二村楢司を含IJtf!嬰とそうでなしものの

安全虻のaJ14が著しいものとfF,えられるC

3 CZFJ紫正に於17る安全匹の剛 立は ＼02>1'0

3>:(o IJ+XTo ･1年1707>)106>-TtoS▲■:{08であ

っ'=規整fEi2i_関の安全費の謎対三勤 'L小さい｡比のJ}imi

ではZJ;y壬L)基r川に於ける研究の実執成ノ)のノ､小に.iつ

て駿 tか 耶 'きまる槌である.即ち北の秒介は汎qr1

刑の化学Jl'muさは約どなくむしろi脚 辞:としてq)抑 】

lJ')劫火のみの機であ,yJ｡
比の紐 に放ては匠に安楽等がtltIL:二第朋を行って＼

るqがin常の状一花帥ロちメタンtL/拍itl勺に馴 l虻耽せし

めた秒余 (坑道内とELR々 同免のメダンが入る)は,鮎
張の批王勤 ~目元に包矧 こ近 くT_-いときは常に.-◆l火が転

I)一万拍IUJl苗に}タンt'Lr･入れないで突玩した槻合は

ll元に梓矧 こ近い機会と輿の方に焚現した糊合に爪火
せず.その途中に多:IRしたとき･●,火が3l-.i:た｡これら

の7)tから拍札内にメダンのあるときは内部でも.･pL火が

起るカ巧む札内にメタンが掻くて抗)ヨのみにノクンある

時は抗泣内に充分なェネル軒-瑞ぽカー犯LLIする切な)15

令にのみuri火が起ちことが明らかとfLLつていち｡従っ

て泣常の秒合では砲手L内毎が250把ももろため内部{･

適った曳火がそのまま伝拓して-1})-tiaの7jへ発IJそする

ためLS題ガスの吹き附し作用がf=いのであち'J｡

ZDnl紫控に於【ナる安全好の現ILrは h-02> oゝ

lJphlo3>X'0-1> Xro7>lToS>:(0 6JTコoSでげ1

灼熱の化学n'助 火は見られITIlr08は :106王安は:<0

5よI)も7..')い呪全箆を示す｡此の災Urごはば越の大fJ:

るものEl_ど安全JiEが快い｡PtTG垂は矧 こ於ては奴に噸JH

したの如く折哲淡による.11･､火が大いに介入するから汀†

WJ利の執Zには少ないt31であ7m
5 LI型を聖跡 こ於けち安全洋の取付は rio2>コo

l■ N'03>NYo-1>.TtTo 7-PITo8> >1O6>.Tl05であ

る｡

6 F廻架設に放けろ'&'全性の恩虻はXTo2>_Tllo1

>yTo3>lTo Z>1'0 7▲■108>hlo6>:Yo Sであ

る0

7 A判.LS7fgJiぴC判のEj地軸:ZILでは,C独 て貢主

も荊火を奄L易く,^碑が俳かにTTi火し戯く,B7Blrミ

相当にiU火が耶概である｡A型は群 L覆小ならため屈

茄の倍散 :よI)完畑に近い状Bで行われ,1L- ネ ph,+I

-の放Elu二府しての辞,u如 ;火であるため穿孔外部の坑

道内に於てHf火が 起I)榔Biガスの吹き治 し効力主力Jな

く,71邪は,糾 し内部では丸字浦ガスの吹きUTL効刀三が

ち()外部ではェサルギーの?.)如 :PW~ざるため221火5'

包 E)にくく.Cgllミ誹 L護火fJ:るため辞孔内部でもガ

スの吹き滑し執刀三を装,-)ことなく群火瀕からのガス照

淀が発過して牒蛸となっても那火が起 り易いと考 とb

IiT...

アノVカの曳山I..)がy:轍 厳で行った実地 累口に

A:ろと穿孔至誠て一位なる糊合はZkIL長の火なるほどJ行

火Llr起しにくいと1.才われてA■1L).文RE連発や.Lの程合で

ち,Fi砲糾し長の人1.:るものほどirf火L,起しにくい､)

と冒われ ているが榊 頂のI糾 It=A軌 I主唱及びC7iり

装LTEは夫ノ粥U勤:150托,650粍及び600粍であるか

ら腿 繁r_-悪BJ.での如 きの比較EtL山1)とないかも9314Lf=い
が采も短い糾し技とJ･主も災い粥LF{の聖が匹か200耗
t･あらからat襟は715̂'JU王の55は い ･と見て_riい{･あろ

う｡

とこ7'で英垣でのlR鼓-)によるとFl抱的預が5三拓と

10梓の掛合とでは.55把の71が)行火を起し易いと嘗つ

ていろ｡(LTル兜の時分の拝礼tzについてに言及 して

いなり .之はtP･満ちのGllnさとは逆の城であるが.-10

粍と55号Eの籾令について抑ポらの枯21三から椎'iETるこ

とは山架ない棚でみろ.一7JJTノリカの冥貌洪鑑での

契取結nさ1rつに上れば辞JL勤 :,トなるほどj71L火し堆いと

諾い,その軌 Zlは孤勤 'JJ､なる姫は媒空の煤矧 こ上っ

て穎題がIFこじそれが.L'!.火m L肘 llJfするのであると言

ってt,ろ｡従って,仁】砲内托の彰簿とgi探発破にち;Lけ

ろ夏日L笠の形質は必ず しも一致 しない様である血

BDfllLtl.那,ド伸の喋垂鰍 では一敗にTEf萱の

大なるほとJTt火+._r･臆 しにくい｡政の祁:ミ明らかにF.R恋

から呈Eじた131雫71王がyL,ilnB蛇にほ突して反脚 沖 すろ

効果の影管があることを元.していろ.

如し.N06は抗iEilEL孜のRL勤 ;小さく,lTi05は

全然彰雷を示さない.llUちNu511jRは 2106の如く規

劫の史臥･もq)はLR悠からの火Wlか戒は_q拙街撃把によ

って反射田繁711の介入を¢こたデに消火を起すものと推

''宣言ILろ｡促進の軌 ものほど田野班の波賀の野空の



ため坑道llt筏の彩管が人でJLつ･■･.火Lとなすに必AtなPLL

小変故附近の喝血では反射LET野波の介入なLには倍火

を良しはないものと刑択さLLろD

V 持 塩

以上述べた築臥位nミ#.i(にR).柁 艶指して見ろと大

体夫の括論がはられる｡

I) 全6戒の紐 のうち,逆転堤の粘 今にを生皮が熔

要の靖拭力のみに憐締するとAZわれろ雑記は.B酌

を恥 ･て他の^JrU.C型の臼砲及びD瓢 l二羽及び
F型の蜘 純IaLである｡

=)条6筏の三相記を迅 じて逆近位に放ける安全資の市

い雌耳は誠許とin=放ける災効成ノ)が小さく且つメタ

ンにjtナナる7rl瑞凧を合朴 {るものでなければな ら

ぬ｡ぎいか一Lれほ,クンt_ングが充分でないか誠は

全欠ないときはむしろ完触せず,両もタンヒンダが

充分なときにのみ記曝しその切分の城力が人で挺1成

巾に化学a耕 WlnJlは 営む餌 を合有することが必

Dllであ(-)｡

L")媛適の追いは好は触 発の初台坑菰圧毎の彰常

が秘めて′トきしか戚は糞タE!fLい｡比iLはLR茄から二f-

する火焔か或は岬秋田撃江で焦火すらことを云ミして

いる｡

･､)rj拍Tn.蔭の彩管にrj砲内勤 ;100幸Eのときが五三も

m火を起しにくく,式に55粍臼砲で230耗のガスF

ケ･'ト印 如耳ともJrt火を包 LgJい｡然 し虻の枯jL上

は,米国の鉱IL伯 が犯触 雌で行つ こ19た結if三とは

一致 していない｡即ち飼物El砲のiti迄の変化の'安全

掛 こ及ぼす滋管は,a(甥Ye故の糾 し箆の狂化にJ:ち

lu架た射出がノクンの曳火.m_/毘乱すろためであろ

iと56乙られる｡

､) ガスdケ･/トが発破1岨才近に冶:在する均分の比視

はガス<'ケツトの宅l紬 :大きいほと'1Tt火の危険が大

なるものと:ぢ丸られるo

Vz)今凹のiR胤も醐汲 び姓九までに笹者等の柑た毛細!

を斡介すると日払勺の肋 て正屯爆 dLreCtShot

である新 札 は繋組成中に含右されてしろ滑焔掬

の化学的仲川に上ってメダンのJTZi火が阻止される効

)Jbて現われるが淑 腿 InVer5･:Shotのときは堤荻

のその肺作に放ける焚助成t))のみによって安全汐が

きまる｡fTLJLで迎短LEの勘合は必ず正起蟻のJ卦倉上

L)〝スに!■＼火し易い｡従って迎恵三旭はkL'生鮮の見地

からは珠ろべきでTrL｡

最後に11.T̂'版を/耕地さiLた沼m善夫,鈴1碑 太邸の

PJ封に沢也の相思を淡する｡
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